　

第１号議案　令和４年度事業報告承認に関する件
令和４年度事業報告書
令和4年4月1日から令和4年3月31日まで
１．事業概要

令和４年度の上半期は、依然としてコロナ禍が収束せず、昨年２月下旬から始まったロシアのウクライナ侵攻や中国、北朝鮮などの地政学的混乱の中で、我が国経済は３０年ぶりの物価上昇率に直面しました。しかし下半期に入ると約３年間続いたコロナ禍もやや下火になり、サッカーワールドカップや野球のＷＢＣが開催され、日本チームが大活躍し大いに盛り上がるなど明るい話題もありました。　　　
一方我が国の経済におきましても、新型コロナウィルス感染症が経済に与える影響は徐々に小さくなり、景気は前向きな動きが続いていますが、ウクライナ情勢の長期化に伴う原材料価格の高騰は依然として続いており、また、米国における金融機関の破綻による金融資本市場の不安定化など、様々な下振れリスクが存在しております。
このような中でも、本会は当初計画した事業については、感染防止策を十分に図りながら、出来るだけ実施いたしました。特に継続事業である「税の啓発事業」や「地域社会貢献事業」につきましては、各地区会及び税務当局等と綿密な連携を保ちながら、慎重に取り組んで参りました。さらに、税のオピニオンリーダーとして、管内選出の国会議員や市町村長に対する税制改正に関する提言や、租税教育事業の一環として、青年部会を中心に、管内の小学6年生、中学3年生対象に租税教室を実施いたしました。また、女性部会では、管内の小学校5・6年生を対象にした「第12回税に関する絵はがきコンクール」を実施し、応募者数1,771通の中から太田法人会長賞を受賞した作品が、全法連女連協会長賞を受賞する栄誉を得ました。

一方、組織状況については、会員数の減少傾向が続いており組織率が低下しましたが、福利厚生事業においては、「想いをつないで50年。すべての会員企業を守りたい」キャンペーンを昨年に引き続き実施し、大きな成果を得ることができました。
２．組織の概要
	地区会名
	令和４年３月３１日
	令和５年３月３１日

	
	法人数
（R3.6.30）
	会員数
	加入割合
	法人数
（R4.6.30）
	増
	減
	転入
	転出
	会員数
	加入割合

	太田
	605
	232
	38.3
	610
	2
	10
	
	
	224
	36.7

	ひたちなか
	2,121
	736
	34.7
	2,159
	6
	18
	
	
	724
	33.5

	那珂
	714
	243
	34.0
	742
	6
	9
	
	
	240
	32.3

	大宮
	536
	197
	36.7
	542
	1
	7
	
	
	191
	35.2

	東海
	437
	125
	28.6
	437
	1
	5
	
	
	121
	27.6

	大子
	259
	107
	41.3
	265
	4
	4
	
	
	107
	40.3

	合計
	4,672
	1,640
	35.1
	4,755
	20
	53
	0
	0
	1,607
	33.8
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